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 日本の「まつり」は、補習校の楽しい思い出として、子どもたちの心に深く残ります。校内に
貼られた「まつり」配置図を見て、子どもたちの期待が高まります。心地よい秋晴れの９月１３
日に、運営委員会主催「まつり」が盛況裏に終了し、子どもたちは、仲良しの友達とかけがえの
ない時間を過ごすことができました。「まつり」ボランティア、催しを支えてくださった皆様に
心より御礼申し上げます。

 赤白幕が張られた体育館。各コーナーにはのぼりが立ち、法被姿の大人や子どもが生き生きと
活動し、浴衣や甚平姿の子どもたちが楽しんでいます。指導を得ている着物クラブは、自分で浴
衣を着て参加しました。太鼓部は、大勢に見守られ、法被姿で今年も迫力ある演奏を披露しまし
た。幼稚部は、今年度も保護者の支援を得てシロップバーで元気に販売をしました。保護者の協
力のもと高等部と補習校教職員は、国際部といっしょに、笑顔で楽しく、うどんを提供しまし
た。これまでは、ボランティアが缶当てや輪投げ、金魚すくいやヨーヨー釣りなどのゲームコー
ナーを受けもってきたところ、今年度は、補習校児童生徒が授業の一環として、担当に加わりま
した。日本語を実践で使う経験を積むという目的で、飲み物販売や、ゲームコーナー、おもちゃ
や漫画が並ぶフリーマーケットで、楽しく日本語で接客をしました。家族や友達と敬語を使う機
会はまれです。それぞれのクラスでは、授業で「敬語」や「相手や場に応じた言葉遣い」を学習
したり、模擬演習をしたりしました。他学年と日本語で交流できたことが楽しく、来年も活動し
たいという声や、幼児や小学低学年の子どもに話すことが難しかったという中学生の感想があり
ました。考えて言葉を交わし、日本語で接客をする経験から、新たな学びがあったことでしょ
う。楽しさを感じ、客に喜ばれる幸せを味わう様子がうかがえました。当日は、これから入学す
る家庭や校外からの参加者も多く見られました。接客に携わる子どもたちが補習校児童生徒とし
て、胸を張ってこれまでの学びを実践で生かせるよう願いを込めて、名前シールを作って贈りま
した。名札を貼った子どもたちが笑顔で呼びかけ、元気に日本語で活動したことで、活気が増し
ました。担当時間の関係で、コーナー担当のなかった子どもたちも、来年度は参加できればと思
います。

 提灯が飾られた屋台で、参加者は食を楽しみました。全日校餅つき実演や、今年、協力をいた
だいた茶道教室で、日本伝統文化を体験した子もいます。準備に片付け、コーナー担当や出店し
た保護者や業者の協力があり、大勢の力が結集するからこそ、「ケ」である日常を勉学で忙しく
過ごす子どもたちに「ハレ」という特別な日を与えることができます。全日校と補習校の子ども
と大人、学校関係者が集う「まつり」において、日本文化を伝承し、人と人がつながりを深める
豊かさを享受し、楽しさを分かち合った子どもや大人の笑顔が輝いていたように思います。参加
者の笑顔を思い浮かべ、協力をいただいた皆様に心を込めて感謝申し上げます。

　楽しかった「まつり」が大切な思い出となり、子どもたちは学年の折り返し地点にたどり着き
ました。日本を離れ、日本語を学び続けることには努力を要します。本日、持ち帰った連絡表を
もとに前期を振り返り、後期に伸ばしたいところを話し合い、必ず、できたところを認め、努力
をたたえ、励ましの言葉をかけてください。子どもたちが落ち着いて学べるようにご支援をいた
だき、ありがとうございました。学習に難しさを感じるときもあります。学校では、楽しく継続
していけるように支援していきたいと考えています。各自の目標と子どもの様子を照らし合わ
せ、必要があれば、個別懇談会の機会に担任にご相談ください。



 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教頭　 
  

 「泳考整頭」これは、私を表す四字熟語だ。昨年度、国際部高学年でこのテーマに取り組ん
だとき、生徒にこの熟語を紹介した。意味はこうだ。悩んでいるときや落ち込んだときこそ、
もやもやしている気持ちが水に流れ、泳いでいるうちに心が楽になる。そして、新しい考えが
浮び、頭の中が整理されて、前に進む力が湧いてくるのだ。これを書いている今日も、泳いだ
後、美しい秋空を見上げながら、体や気持ちが軽くなった自分に気づく瞬間がうれしかった。

　皆さんも、自分を助けてくれる方法を見つけてほしい。私の場合は、水泳だ。自分の心を整
える方法を知っていれば、きっと前に進む力と勇気が出る。最後に、自分自身を振り返るいい
機会にもなるので、四字熟語を作ってみることをお勧めする。

授業時間外は、保護者の責任で子どもの安
全を守っていただくようになっています。
おやつは、休み時間に教室で食べるように
なっています。
スナック菓子・ガムは禁止です。
遊具を大切に使っているか、片付けたかを
見届けてください。

 特別授業による授業時間変更

前期連絡表ホルダーの返却

一枚目保護者「署名・押印」欄に、
署名あるいは押印をし、表紙と連絡表の
２枚をホルダーに保存したまま１０月末
までに、担任にご返却ください。

**月**日(土)　12:00 ～ 13:55

運動場、体育館遊び

特別授業として、補習校講師と全日校派遣教員との
合同研修会を行います。
次のクラスは、授業時間が変更になりますので
注意してください。

 幼稚部２組・国際部中学年
 小学部１年１組・２年２組・６年２組

それ以外のクラスは通常時間帯です。

「泳考整頭」「泳考整頭」

学校配信メール 

学校から家庭への配信方法の変更について
準備を始めました。準備が整い次第、連絡
をします。 

　　現時点で学校配信メールが届かないこと
  がある場合、他のメールアドレスも登録
　　できるため、学校にお知らせください。 

**月**日（土） 9時～11時20分 

　　　　　　　　　  本校体育館

全日校 学習発表会

With Kids

海外に住む子ども達の心の健康を

サポートする臨床心理士の会​       

https://www.withkids-kaigai.com         
    soudan@withkids-kaigai.com 

お子さん自身、保護者の方からの無料メール
相談を随時受け付けています。  ​       

　※

 補習校保護者の皆様もお子様と
 いっしょに、日本人学校全日校
 児童・生徒による劇や楽器演奏
 などの発表をご覧ください。

 発表中の出入りはお控えください。

お 知 ら せ

https://www.withkids-kaigai.com/ニュースレター
           （最新号　2025年9月号）  



２０２５年 ２０２６年

　　　　　　１１月１５日

**月**日

**月**日

高等部・国際部高学年説明会

新入生学校説明会

**月**日

**月**日**月**日 ２学期終業日

３学期始業日

公開授業日

**月**日

**月**日

３学期終業日・修了式・卒業式　

後期連絡表配付

漢字検定試験（希望者のみ）

スポーツ休み

６月２８日(土)の放課後に、

高等部有志と保護者の方が、

暑い中芝刈りをしてくださいました。

7月5日には、中学部３年有志が

一生懸命草刈りを行いました。

おかげさまで校庭が美しくなりました。

皆さま、ありがとうございました。M.I.先生の指導による「着物クラブ」

二〜四回目の練習が６月２８日、８月２３日、

９月２０日にありました。

小学３年生から中学１年生が多い日には８名参加

し、保護者の方々にも協力をいただき、いっしょ

に浴衣の着付けを学びました。

「まつり」で着られるようになることを目標に

練習し、全員が自分で浴衣をよそおえるように

なりました。

熱い思いで、複数回にわたり

着物文化をご指導いただいた

先生に、

心より御礼申し上げます。  

着物クラブ着物クラブ
学校ボランティア教育活動学校ボランティア教育活動

芝刈りボランティア芝刈りボランティア

運営委員会運営委員会

７月１日（火）、８月２６日（火）に

開催されました。
 

・全日校・補習校から２学期学級編成や

 今後の取組みなどの報告がありました。  

・今後の運営について審議されました。 

第２・３回第２・３回

後期行事予定後期行事予定

報  告

掲載できません。
学校にお問い合わせください。

事務ネコ



７月５日（土）、異学年で交流して活動しました。

幼稚部１組と中学部１年１組は、いっしょに

立体感ある「貝殻つづり」の折り紙飾りを作りました。

たなばたたなばた
季節文化交流季節文化交流

幼稚部１組と小学部５年１組は、七夕の由来について紙芝居の朗読を聞きました。

中学部２年と３年は、半数ずつに分かれて合同で自己紹介と願いを紹介して、

笹に短冊を飾り、日本の伝統行事に親しみました。 

幼稚部２組、小学部１年、中学部１年２組は、体育館で紙芝居の朗読を聞いた後、

短冊を飾りました。

「２校の違いがわかったのが興味深かった」という本校生徒

からの意見や、「ぜひチューリッヒに遊びに行きたい」とい

うジュネーブ校生徒からの感想がありました。聞き手を意識

して発表の構成や資料を工夫する大切さを学び、他校同学年

の生徒から感想や評価を得たことで自信につながりました。 

  交流授業  交流授業ジュネーブ日本語補習学校との  ジュネーブ日本語補習学校との  

授業参観・懇談会授業参観・懇談会
８月３０日に参観いただきました。

子どもたちが落ち着いて学ぶ様子を

ご覧いただきました。 2025年度第１回 日本漢字能力検定に合格

しました。おめでとうございます。

日本漢字能力検定　合格日本漢字能力検定　合格

５級　

10級　

M. T.

Y. M.

T. B.

S. T.

A. M.中１　

小３

小２

５月から８月にかけて、ジュネーブ補習学校中学２年生

との交流授業を行いました。プレゼンテーション発表を

動画で撮影し、動画を見た感想を伝え合う活動でした。

本校生徒はチューリッヒの名物料理や観光名所など街の

魅力について、ジュネーブ校生徒はジュネーブの観光名

所や補習学校について紹介しました。



うどん、シロップ、肉巻きおにぎり、餃子、がんもどきにラーメン 　
 たくさんのおいしい日本食に加えて茶道教室やゲームコーナー、
　 太鼓演奏にバルーンアート。盛りだくさんの一日でした。

みんなでいっしょに楽しみました。すてきな笑顔がたくさん

２０２６年度入学

２０２５年１１月１５日（土）
１１：３０　～　１２：００

入学募集（２０２６年４月入学）

２０２６年度申請受付け中２０２６年度申請受付け中入学募集説明会入学募集説明会

（２０２６年４月入学）（２０２６年４月入学）

まつり　９月１３日まつり　９月１３日（土）（土）

補習校/小学部・幼稚部・国際部

申込み制　※詳細はHPをご覧ください

申込み期限：１１月７日（金）

申込みフォーム：
http://forms.office.com/e/LkwPD3yrCD

・入園・入学予定のお子様と
　お越しくだ​さって結構です​
・説明会の後、２０分間の補習校授業​
　参観があります​
・事前にお申込みください

 中学生・高校生クラス

土曜9時・11時・14時

小学部1年  
水曜15時45分クラス

水曜14時45分クラス

土曜9時・11時・14時

幼稚部

国際部
（日本語能力試験受験可）

・クラス分けは2026年1月24日に行います
・クラスが成立しない場合、ご希望に沿え
　ない場合があります
・各クラス定員に達し次第、順番待ちと
　なります

入学申請フォーム
http://forms.office.com/e/YE5VCkFuty

2027年度入園・入学申請は、お待ちください

学校運営委員会主催学校運営委員会主催

などなど

※ 国際部クラスについては、お問合わせください
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は
、
友
だ
ち
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
次
の
日
、
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
へ
行
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
は
、

四
日
と
ま
り
ま
し
た
。 
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高
山 

優
那 

  

わ
た
し
は
、
二
回
て
ん
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
に
の
り
ま
し
た
。
上
に
上
っ
た
と
き
は
わ
く
わ
く

し
た
け
れ
ど
、
下
に
下
っ
た
と
き
は
こ
わ
か
っ
た
で

す
。
楽
し
か
っ
た
の
で
、
も
う
一
回
の
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

バ
テ
ィ
こ
う
づ 

れ
お 

  

ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。
は
や

ぶ
さ
に
の
り
、
北
海
道
へ
行
き
ま
し
た
。
お
か
し
工

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
で
デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー
へ
も
行
き
ま
し
た
。
新
し
い
エ
リ
ア
の
３
Ｄ

で
見
ら
れ
る
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
つ 

し
え
な 

  

わ
た
し
と
妹
と
じ
い
じ
の
三
人
で
本
屋
に
い
た
と

き
、
じ
い
じ
が
た
お
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
び
っ
く

り
し
て
、
助
け
を
よ
び
ま
し
た
。
じ
い
じ
の
け
い
た

い
で
お
母
さ
ん
に
電
話
を
か
け
る
と
、
す
ぐ
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
み
ん
な
か
ら
と
て
も
ほ

め
ら
れ
ま
し
た
。
じ
い
じ
は
、
も
う
元
気
に
な
り
ま

し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
バ
ク 

ま
あ
や 

  

わ
た
し
は
、
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
原
じ
ゅ

く
に
あ
る
サ
モ
エ
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
ド
ッ
グ
カ
フ
ェ

へ
行
き
ま
し
た
。
犬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
あ
り

ま
し
た
。
す
き
だ
っ
た
犬
は
、
「
そ
ぼ
ろ
」
と
い
う

名
前
で
し
た
。
で
も
、
み
ん
な
同
じ
見
た
目
だ
っ
た

の
で
、
だ
れ
が
だ
れ
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

中
学
部
一
年
一
組 

補
習
校
紹
介 

 

補
習
校
の
い
い
と
こ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
ぼ
田 

り
さ 

  

補
習
校
に
は
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
私
が
特
に
好
き
な
三
つ
の
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

一
つ
目
は
「
学
ぶ
環
境
」
で
す
。
学
校
に
は
、
体

育
館
、
運
動
場
、
家
庭
科
室
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
科

室
で
は
、
料
理
を
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

何
よ
り
、
幼
稚
園
児
用
の
小
さ
な
ト
イ
レ
が
あ
る
の

で
す
。
ぜ
ひ
、
探
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

二
つ
目
は
「
運
動
会
」
で
す
。
小
学
四
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
が
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
チ
ー
ム
対
抗

リ
レ
ー
は
圧
巻
で
す
。 

 

三
つ
目
は
「
先
生
」
で
す
。
補
習
校
に
は
優
し
い

先
生
ば
か
り
で
す
。
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。 

 

毎
週
補
習
校
に
通
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で

す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

補
習
校
の
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

近
藤 

心 

 

補
習
校
で
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

全
て
を
お
伝
え
し
た
い
の
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
中

で
も
特
に
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
三
つ
を
紹
介

し
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
日
本
語
が
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。
補
習
校
に
通
い
始
め
て
か
ら
、
ぐ
ん

と
語
彙
力
が
上
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
作
文
で
す
。
中
学
部
で
は
毎
週
作
文

を
書
く
の
で
す
が
、
普
段
使
わ
な
い
熟
語
を
学
ぶ
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。 

三
つ
目
は
、
漢
字
の
読
み
書
き
で
す
。
私
は
日
本

語
を
学
ぶ
上
で
漢
字
学
習
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
漢
字
が
す
ら
す
ら
書

け
る
こ
と
は
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
補
習
校
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

 

補
習
校
っ
て
、
こ
ん
な
に
楽
し
い 

シ
ュ
ル
ン
フ 

百
代 

 
 

  

通
っ
て
み
て
気
づ
い
た
補
習
校
の
い
い
と
こ
ろ
を

三
つ
紹
介
し
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、iP

a
d

が
あ
る
こ
と
で
す
。iP

a
d

で
調

べ
学
習
、
ク
イ
ズ
レ
ッ
ト
、
カ
フ
ー
ト
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
休
み
時
間
で
す
。
休
み
時
間
に
友
達

と
お
菓
子
を
交
換
し
た
り
、
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
し

ま
す
。
休
み
時
間
は
一
瞬
で
終
わ
る
と
感
じ
る
ぐ
ら

い
楽
し
い
時
間
で
す
。 

 

三
つ
目
は
、
避
難
訓
練
で
す
。
毎
年
、
そ
の
時
間

帯
の
最
高
学
年
が
劇
を
し
て
避
難
の
方
法
を
わ
か
り
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や
す
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
私
も
い
つ
か
劇
を
し
て

み
た
い
で
す
。 

 

補
習
校
に
通
っ
て
、
日
本
語
が
上
手
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
勉
強
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

補
習
校
の
紹
介 

南
雲 

柚
杏 

  

私
が
補
習
校
に
通
う
中
で
、
多
く
の
よ
さ
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
心
に
残
っ
て
い

る
三
つ
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
「
行
事
」
で
す
。
例
え
ば
、
習
字
の
授

業
、
夏
祭
り
、
七
夕
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
夏

祭
り
で
は
、
日
本
の
食
べ
物
や
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
ま
る
で
日
本
に
い
る
よ
う
で
す
。 

 

二
つ
目
は
「
教
科
書
」
で
す
。
日
本
と
同
じ
国
語

の
教
科
書
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
に

帰
っ
て
も
同
じ
学
年
の
授
業
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
「
卒
業
式
」
で
す
。
日
本
と
同
じ
よ
う

に
在
校
生
か
ら
の
演
目
や
卒
業
証
書
の
授
与
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
中
学
生
と
高
校
生
は
壇
上
で
卒
業

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。
先
輩
方
の
話
に
毎
年
感
動

し
ま
す
。 

 

補
習
校
に
通
う
前
は
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
補
習
校
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
上 

佳
鈴 

 

 
 

補
習
校
に
は
、
毎
週
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
補
習
校
の
魅
力
を
三
つ
に
ま
と
め
て
お
伝

え
し
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
何
と
言
っ
て
も
友
達
で
す
。
こ
の
仲

間
に
会
う
た
め
に
学
校
へ
来
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

二
つ
目
は
、
図
書
室
で
す
。
学
校
に
は
五
千
冊
の

本
が
あ
り
、
私
た
ち
は
毎
週
本
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
生
ま
で
通
え
る
こ

と
で
す
。
合
計
十
四
年
間
も
通
い
続
け
ら
れ
る
の
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
長
く
日
本
語

を
勉
強
で
き
る
学
校
は
補
習
校
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
。 

 

補
習
校
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
場
所
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
学
校
で
た
く
さ
ん
学
ん
で

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

中
学
部
一
年
二
組 

 

情
報
を
整
理
し
て
説
明
し
よ
う 

 
 

身
の
回
り
に
あ
る
道
具
を
改
め
て
見
直
し
、

そ
の
知
恵
や
工
夫
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
文
章
を
書
き
ま
し
た
。 

 

私
の
修
正
テ
ー
プ
の
特
徴 

朝
倉 

映
美
里 

  

修
正
テ
ー
プ
は
、
紙
に
書
く
と
き
に
間
違
い
を
直

す
た
め
の
道
具
だ
。
私
が
今
、
持
っ
て
い
る
修
正
テ

ー
プ
は
、
便
利
で
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
本
体

と
詰 つ

め
替
え
用
テ
ー
プ
か
ら
成
り
、
先
た
ん
部
分
か

ら
白
い
テ
ー
プ
が
見
え
る
。
そ
の
白
い
テ
ー
プ
を
下

に
向
け
て
、
書
き
間
違
え
た
所
に
当
て
て
引
く
と
、

そ
の
場
所
に
白
い
テ
ー
プ
が
貼
り
付
い
て
、
そ
の
上

か
ら
書
き
直
せ
る
仕
組
み
だ
。 

 

手
に
取
っ
て
み
る
と
、
軽
く
て
持
ち
や
す
い
。
ま

た
、
本
体
の
色
は
青
で
、
す
け
て
中
が
見
え
る
の

で
、
テ
ー
プ
が
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
る
の
か
が
わ

か
る
。
他
の
修
正
テ
ー
プ
は
、
詰
め
替
え
ら
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
詰
め
替
え
ら
れ
る
の
で
長
く
使
え
る
。

他
に
も
、
テ
ー
プ
が
長
く
て
、
よ
じ
れ
る
こ
と
も
な

く
使
い
や
す
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
今
、
私
が
持
っ
て
い
る
修
正
テ
ー

プ
は
、
と
て
も
使
い
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
詰
め
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
環
境
に
と
て
も
優
し

い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

携
帯
電
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

ゆ
い 

 

携
帯
電
話
は
、
人
に
連
絡
す
る
た
め
の
道
具
で

す
。
も
と
も
と
、
電
話
は
、
遠
く
に
い
る
人
と
話
を

す
る
道
具
で
し
た
。
そ
れ
に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
付
い

て
、
持
ち
運
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど

こ
に
い
て
も
、
だ
れ
か
と
話
が
で
き
る
の
が
携
帯
電

話
で
す
。 

最
近
は
、
き
れ
い
な
画
面
が
付
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
加
わ
り
、
携
帯
電

話
は
、
電
話
を
超
え
る
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
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ば
、
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ

デ
オ
通
話
が
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
文
章
を
作
っ
て
く

れ
ま
す
。
ア
プ
リ
で
ゲ
ー
ム
が
で
き
ま
す
。
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。
料
理
の
作
り
方
も
何
で
も

教
え
て
く
れ
ま
す
。
携
帯
電
話
は
進
化
し
続
け
、
こ

れ
ま
で
の
電
話
と
は
違
う
未
来
の
道
具
に
な
り
ま
し

た
。 こ

の
未
来
の
道
具
は
、
正
し
く
使
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
十
歳
以
下
の
子
ど
も
が
こ
の
道
具
を
使
う
こ

と
は
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
使
い
方
に
気
を
つ

け
て
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
い
で
す
。 

 

便
利
な
修
正
テ
ー
プ 

末
沢 
真
矢 

 

修
正
テ
ー
プ
と
は
、
書
き
間
違
い
を
隠
し
て
、
修

正
す
る
た
め
の
道
具
で
す
。
白
い
テ
ー
プ
を
貼
り
付

け
る
こ
と
で
、
上
か
ら
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
修
正
テ
ー
プ
は
、
中
の
歯
車
が
回
転
す
る

こ
と
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
の
中
か
ら
出
て
き
ま

す
。 修

正
テ
ー
プ
は
、
修
正
ペ
ン
よ
り
手
軽
で
、
乾
く

の
を
待
た
ず
に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
軽

い
力
で
引
き
出
せ
、
紙
に
し
っ
か
り
密
着
し
、
は
が

れ
に
く
い
の
で
、
上
か
ら
書
く
の
が
楽
で
す
。
修
正

ペ
ン
の
よ
う
に
、
む
ら
に
な
っ
た
り
、
は
み
出
し
た

り
す
る
こ
と
が
な
く
、
広
い
範
囲
も
平
ら
に
修
正
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
る
み
防
止
機
能
に
よ
り
、

テ
ー
プ
が
た
る
ん
で
使
い
に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
部
分
に
カ
バ
ー
が
あ
る
の

で
、
テ
ー
プ
の
汚
れ
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、
修
正
テ
ー
プ
は
使
い
や

す
く
、
き
れ
い
に
修
正
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
） 

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー 

陸
安
夢 

 
 

 

ス
イ
ス
の
小
学
校
で
は
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
は
欠
か

せ
な
い
文
房
具
だ
。
少
し
前
ま
で
は
、
万
年
筆
が
使

わ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
フ
リ

ク
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
い
る
。 

 

フ
リ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ペ
ン
先
と
は
反
対
側
に
固
い

ゴ
ム
の
部
分
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
ゴ
ム
の
部
分
で

こ
す
る
と
、
書
い
た
部
分
が
消
え
る
の
が
大
き
な
特

徴
だ
。
ま
た
、
そ
の
と
き
に
、
消
し
か
す
が
出
な
い

と
い
う
長
所
も
あ
る
。
万
年
筆
も
、
訂
正
用
の
特
別

な
ペ
ン
で
一
度
だ
け
消
し
て
、
書
き
直
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
点
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
は
同
じ
ペ
ン
で
、

何
度
で
も
消
し
て
訂
正
で
き
る
。 

 

さ
ら
に
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
の
色
は
、
万
年
筆
の
よ

う
な
青
、
黒
だ
け
で
な
く
、
カ
ラ
ー
十
二
色
の
ほ

か
、
蛍
光
色
や
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
な
ど
も
あ
る
。
多

様
な
色
が
選
べ
る
の
も
、
人
気
の
理
由
で
あ
る
と
思

う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
の
芯
ケ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
川 

直
樹 

 
 

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
の
芯
ケ
ー
ス
は
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

の
芯
が
折
れ
ず
に
、
安
全
に
保
管
す
る
た
め
の
道
具

で
す
。
僕
の
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
本
体
を
持
っ

て
、
指
で
下
に
下
ろ
し
て
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
、
そ
の

ま
ま
右
に
ス
ラ
イ
ド
し
、
芯
を
取
り
出
す
と
い
う
仕

組
み
で
す
。 

 
 

 

こ
の
ケ
ー
ス
を
手
に
取
っ
て
み
る
と
、
最
初
は
開

け
に
く
い
で
す
が
、
二
回
目
か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
に
片

手
で
開
け
ら
れ
ま
す
。
ケ
ー
ス
を
縦
に
持
っ
た
ま
ま

開
け
ら
れ
る
の
で
、
芯
が
こ
ぼ
れ
ず
に
一
本
ず
つ
取

り
出
せ
ま
す
。
ま
た
、
と
て
も
軽
い
の
で
、
ど
こ
に

で
も
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
色
は
、
い
ろ

ん
な
種
類
が
あ
り
、
材
料
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
の
芯
ケ
ー
ス
は
、
だ
い
た
い
ど
こ
に

で
も
売
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
僕
が
発
見
し
た
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
の

芯
ケ
ー
ス
の
使
い
や
す
さ
の
理
由
は
、
軽
く
て
簡
単

に
片
手
で
取
り
出
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

鉛
筆 

森 

聖
然 

  

鉛
筆
は
、
文
字
を
書
い
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す

る
と
き
に
重
要
な
道
具
で
す
。
鉛
筆
は
、
芯
の
部
分

と
、
そ
の
芯
を
支
え
た
り
、
保
護
し
た
り
す
る
た
め

の
軸
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。
鉛
筆
に
は
、
Ｈ
系
と
Ｂ

系
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
系
は
、
薄
い
線
を
書
く
こ
と
が

で
き
て
、
Ｂ
系
は
、
濃
い
線
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
絵
を
描
く
と
き
に
、
濃
さ
を
使

い
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
鉛
筆
は
、
消
し
や
す
く
、
跡
も
あ
ま
り
残

ら
な
い
の
で
、
修
正
し
や
す
い
で
す
。
鉛
筆
の
芯
が

短
く
な
っ
て
書
き
に
く
く
な
っ
て
も
、
削
れ
ば
い
つ

で
も
と
が
っ
た
芯
先
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
鉛
筆
の
使
い
や
す
さ
の
秘
密
は
、

芯
が
折
れ
な
い
た
め
に
保
護
す
る
軸
と
、
濃
さ
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
、
削
れ
ば

常
に
と
が
っ
た
芯
先
に
で
き
る
こ
と
で
す
。 
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高
等
部 

一
・
二
年 

自
由
に
綴
る 

エ
ッ
セ
イ
・
創
作 

 

お
勧
め
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
木 

友
美 

 

今
年
の
夏
休
み
、
私
は
福
岡
に
住
む
祖
父
母
の
家

で
一
か
月
間
過
ご
し
た
。
祖
父
母
は
健
康
オ
タ
ク
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
食
事
に
気
を
つ
け
、
毎
日
健
康
的

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
祖
父
の
足
は
筋
肉
が
む
き

む
き
だ
。
そ
れ
は
毎
朝
筋
ト
レ
を
行
い
、
さ
ら
に
真

夏
で
も
二
時
間
歩
い
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た
祖
母
は

と
て
も
料
理
上
手
で
、
食
事
の
際
に
は
七
品
以
上
の

栄
養
満
点
の
お
か
ず
を
作
っ
て
く
れ
る
。 

 

毎
朝
起
き
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
祖
母
が
用
意
し

た
朝
ご
は
ん
が
並
ん
で
い
た
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
フ
ル

ー
ツ
、
ゆ
で
卵
、
そ
し
て
ス
ム
ー
ジ
ー
だ
。
ス
ム
ー

ジ
ー
に
入
っ
て
い
る
野
菜
や
果
物
の
多
く
は
、
祖
父

の
畑
で
収
穫
し
た
も
の
だ
っ
た
。
最
初
に
飲
ん
だ
と

き
は
と
て
も
苦
か
っ
た
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て

慣
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
飲
み
続
け
て
一
週
間
も

た
た
な
い
う
ち
に
私
の
体
に
変
化
が
起
き
た
。
高
校

の
テ
ス
ト
期
間
中
に
で
き
た
ニ
キ
ビ
が
す
っ
か
り
な

く
な
っ
た
の
だ
。 

 

日
本
に
行
く
直
前
ま
で
、
私
は
テ
ス
ト
勉
強
に
追

わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
夜
食
を
食
べ
た
り

し
、
不
健
康
な
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
の
せ
い
で
ニ

キ
ビ
は
な
か
な
か
治
ら
な
か
っ
た
の
に
、
祖
父
母
の

家
で
は
あ
っ
と
い
う
間
に
治
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。 

 

ス
イ
ス
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
祖
父
母
を
見
習
っ

て
、
朝
に
ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
む
こ
と
に
し
た
。
祖
父

と
同
じ
材
料
は
手
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
る
も
の

で
工
夫
し
て
作
っ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
高
校

で
ま
た
テ
ス
ト
勉
強
が
始
ま
っ
た
今
も
、
ニ
キ
ビ
は

で
き
て
い
な
い
。
改
め
て
ス
ム
ー
ジ
ー
の
す
ご
さ
に

気
づ
か
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
も

お
勧
め
し
た
い
。 

 
 

思
い
出
話
し
か 

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー 

愛
美
海 

 

 

カ
ラ
ス
と
話
し
て
た
ね
。
な
ん
て
言
っ
て
た
っ

け
。
何
か
、
い
つ
も
通
り
中
身
の
な
い
こ
と
を
話
し

て
た
よ
ね
。
違
う
か
な
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
。
覚

え
て
な
い
よ
な
。 

あ
れ
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
る
。
鳴
っ
て
た
。
あ

の
時
は
な
ん
だ
っ
け
。
い
っ
し
ょ
に
遅
刻
し
よ
う
っ

て
、
決
め
た
ん
だ
っ
け
。
こ
れ
も
チ
ャ
イ
ム
じ
ゃ
な

く
て
カ
ラ
ス
が
泣 ・

い
て
る
だ
け
だ
よ
。
う
る
さ
い
よ

な
。 嫌

な
予
感
は
、
し
て
な
か
っ
た
ん
だ
。
突
然
す
ぎ

た
か
ら
。
予
感
な
ん
か
し
て
な
か
っ
た
よ
。
も
う
心 

 
 

た
ち
も
踊
ら
な
い
か
な
。
踊
れ
な
い
か
。
踊
れ
な
い

よ
な
。
あ
れ
も
こ
れ
も
夏
風
邪
の
せ
い
か
な
。
い
い

や
違
う
な
。
夏
風
邪
は
君
の
ほ
う
で
。
夏
風
邪
じ
ゃ

な
か
っ
た
。
な
ん
だ
っ
け
。 

そ
う
だ
。
違
っ
た
ん
だ
。
も
う
こ
の
話
は
終
わ
り

に
し
よ
う
。 

あ
あ
そ
う
だ
。
カ
ラ
ス
の
話
を
し
よ
う
。
カ
ラ
ス

は
自
分
の
こ
と
が
嫌
い
な
ん
だ
。
雨
上
が
り
の
水
た

ま
り
と
目
が
合
う
。 

君
と
は
合
わ
な
か
っ
た
。
あ
の
時
か
ら
一
度
も
合

わ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
ね
。
違
う
。
合
わ
せ
ら
れ
な

か
っ
た
。 

現
実
逃
避
は
や
め
に
し
よ
う
。
な
ん
だ
っ
て
い
い 

じ
ゃ
な
い
か
。
君
は
も
う
目
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い

し
、
い
っ
し
ょ
に
現
実
も
見
ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら
。

君
は
も
う
カ
ラ
ス
と
話
せ
な
い
。 

夏
風
邪
じ
ゃ
な
か
っ
た
ね
。 

カ
ラ
ス
は
大
人
に
な
っ
た
よ
。 

あ
あ
も
う
こ
の
話
は
終
わ
り
に
し
よ
う
。
あ
あ
も

っ
と
楽
し
い
話
を
し
よ
う
。
共
通
の
話
だ
と
、
も
う

思
い
出
話
し
か
な
い
ね
。
そ
れ
と
も
、
も
う
カ
ラ
ス

の
話
に
は
飽
き
た
か
な
。 

次
は
い
つ
会
い
に
来
よ
う
か
。
花
を
供
え
に
。
線

香
を
あ
げ
に
。 

  

  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


